
平成21年2月1日号  No.54

よい人、 よい町、 よい政治、 議員が編集した手づくり広報紙 
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主な内容

2009年各議員新年の抱負を語る

一般質問（9名）町政を問う

（12月8日～12月18日）12月定例会

（11月17日）11月臨時議会
各常任委員会研修報告

Mimata

保育園を訪ねてvol.12 長田へき地保育所シ リ ー ズ



山中 則夫 議員
　なんとなく特色のない町になって

きた町に、持論である“三股再生改造

論”を提案し、町政は町民の為にある

政治の基礎理念をモットーに“町民が

誇りのもてる活力ある町”にする為に、

発想力を持って明快な議員活動を通

じて、町勢発展に貢献していきたいと

思います。

指宿 秋廣 議員
　景気が悪いとすぐにリストラや雇

い止めと、生活の糧すら失ってしまう

大変な時代に突入してしまいました。

これも行き過ぎた規制緩和が原因だ

と考えています。「流した汗が報われ

る政治」を具現化する為に頑張ります。

重久 邦仁 議員
　選挙の年であります。地方分権は住

民自治権の拡充であり、投票すること

による意思表示であります。参加しや

すい投票所設置を実現できるよう努

力いたします。本年もよろしくお願い

致します。

上西 祐子 議員
　経済不況の中、雇用や医療、介護、家

族間のいろいろな悩み、心配をかかえ

ておられる方が沢山おられます。そう

いう方々の相談にのりながら、議員と

して解決のために政策立案ができる

ように勉強したいと思います。

財部 一男 議員
　経済不況の2008年が終り、新たな

2009年が始まりました。未曾有の金

融危機は、今後どう展開されるのでし

ょうか。町民一人一人が努力するしか

ないのか。皆んなで知恵を出して、乗

り切ろうではありませんか。町民の福

祉向上のため共に頑張ります。本年も

よろしくお願い申し上げます。

中石 高男 議長
　町民の皆様には家族そろってすが

すがしい新年を迎えられたことと心

からお慶び申し上げます。

　旧年中は、町議会に対しても心温ま

るご理解を賜わり、心より厚くお礼申

し上げます。

　世界は百年に１度という金融市場

の混乱に発展し、大恐慌と言われてお

ります。

　こんな年こそ町民の皆様と議会が

一体となって諸問題に取り組んでい

くことこそが大事だと思います。

　どうぞ宜しくお願い申し上げます。
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池田 克子 議員
　世の中に不況の文字が踊り出して

いる。平穏な日々に返したい。それぞ

れの知恵の出し所だと思う。

　自分もない知恵を搾りながら、議員

としての使命を誠心誠意果たして参

りたい。

原田 重治 議員
　100年に1度の世界的不況が、三股

町にもふりかかって来ていると思う

が、この難局を乗り切る為には、議員

として、チェックを行なうだけでなく、

問題と思われる事には、対案を提言で

きるよう勉強することを努力目標と

したいと思います。

山領 征男 議員
　昨年は大変な年でしたが、今年は、

１日も早く景気も上向き安定した年

になればと願っています。私共もチェ

ック機能を強化し、ムダのない予算執

行を行い、更に、町の活性化を図る施

策を提言し、頑張りたいと思います。

黒木 孝光 議員
　偽装、汚染、食に不安と、輸入飼料の

高騰で、今迄にもなかった畜産危機を

招いている。

　本町の基幹産業である農業は、資材

高で苦しい経営が続く。関係機関に

「農」に対する支援策を求める運動に

励み、農業に活力と希望を取り戻した

い。

東村 和往 議員
　本年は不況が更に深刻さを増して

くると予測する。町としては経済的弱

者に対する施策を強化すると共に、内

部に目を向け足元を固める時と考え

る。私としては議会基本条例制定に取

り組む好機ととらえその実現に邁進

したい。

大久保 義直 副議長
　新年明けましておめでとうござい

ます。

　旧年は、いろいろと米国の金融危機

が世界を始め我国も直撃を受け、景気

の悪化で暗いニュースで行く年にな

りました。

　新年はどんな年になるのでしょう

か。本年は丑年でゆったり、ゆったり

としっかり前向きに歩き、人にやさし

く、人に力を与える大事な絆を深め、

希望に満ちた景気回復を願い、充実し

た議員活動に努力してまいります。
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一
般
会
計
補
正
予
算
２ 

１
１
６
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
82
億
９ 

６
１
５
万
円
に

12月定例会

　

12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
か

ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
補
正
予
算
や
、
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
13
議
案
が

審
議
さ
れ
、
全
体
審
議
さ
れ
た

３
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
、

残
り
10
議
案
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
諮
問
１
件
、
意
見
書

案
１
件
に
つ
い
て
も
全
て
可
決

し
ま
し
た
。
以
下
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
は
、
今
後
の
追

加
需
要
額
を
含
む
と
と
も
に
、

各
種
事
務
事
業
の
国
県
等
か
ら

の
補
助
金
の
内
示
や
、
変
更
、
決

定
、
実
績 

見
込
み
な
ど
に
よ
る

補
正 

を
行
な
う
も
の
で
す
。

　

地
方
特
例
交
付
金
は
、
揮
発

油
税
等
暫
定
税
率
の
法
案
切
れ

に
伴
う
地
方
自
治
体
の
減
収
補

填
交
付
金
を
補
正
す
る
も
の
で
、

１
８
１
万
６
千
円
の
増
額
補
正

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
再
算
定
に

よ
る
交
付
決
定
額
３
５
７
万
７

千
円
を
増
額
補
正
し
、
国
庫
支

出
金
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
負
担
金
を
９
０

３
万
２
千
円
増
額
補
正
し
、
災

害
復
旧
費
を
２
９
１
万
７
千
円

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

県
支
出
金
は
、
民
生
費
負
担

金
、
補
助
金
等
を
実
績
見
込
み

に
よ
り
８
７
４
万
２
千
円
増
額

補
正
し
、
農
林
水
産
業
費
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
内

示
、
決
定
な
ど
に
よ
り
１
０
０

６
万
８
千
円
を
減
額
補
正
す
る

も
の
で
す
。

　

繰
入
金
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
平
成
19
年
度
精
算
返

還
金
等
を
３
０
４
万
１
千
円
増

額
補
正
し
、
消
防
団
活
性
化
基

金
に
つ
い
て
は
、
７
０
５
万
３

千
円
減
額
補
正
し
、
財
源
調
整

す
る
も
の
で
す
。

　

諸
収
入
に
つ
い
て
は
、
清
掃

等
に
係
る
都
城
市
か
ら
の
受
託

事
業
収
入
を
２
３
２
万
２
千
円

増
額
補
正
し
、
児
童
手
当
交
付

金
前
年
度
精
算
金
な
ど
、
雑
入

に
つ
い
て
も
６
６
９
４
万
２
千

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

町
債
は
、
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
伴
う
増
額
補
正
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
電
算
管
理
費
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
対
応
す
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
委
託
料

を
４
１
０
万
６
千
円
増
額
し
、

町
税
等
還
付
金
を
９
０
０
万
円

減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
社
会
福
祉
費
に

お
い
て
障
害
者
支
援
事
業
費
を

実
績
見
込
み
に
よ
り
２
０
７
７

万
５
千
円
増
額
補
正
し
、
ま
た
、

平
成
19
年
度
支
援
事
業
費
等
の

精
算
に
伴
う
国
県
補
助
負
担
金

返
還
金
等
を
５
６
３
万
６
千
円

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
を
６
５
８
万
７
千
円

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
児

童
福
祉
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児

医
療
費
を
１
３
０
３
万
３
千
円

増
額
補
正
し
、
延
長
保
育
促
進

事
業
補
助
金
等
を
８
３
３
万
２

千
円
減
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

　

衛
生
費
は
、
し
尿
処
理
費
に

お
い
て
、
重
油
高
騰
に
伴
う
経

費
及
び
平
成
19
年
度
の
衛
生
セ

ン
タ
ー
負
担
金
の
精
算
分
を
１

１
５
３
万
４
千
円
増
額
補
正
す

一
般
会
計
の
補
正
内
容

歳
入
に
つ
い
て

歳
出
に
つ
い
て
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る
も
の
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
国
県
の

予
算
内
示
、
決
定
、
及
び
入
札
残

の
事
業
費
を
増
減
補
正
す
る
も

の
で
す
が
、
地
域
水
田
農
業
担

い
手
条
件
整
備
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
は
５
８
２
万
７
千
円
の

減
額
補
正
を
す
る
も
の
で
、
原

油
の
高
騰
対
策
と
し
て
廃
プ
ラ

の
処
理
事
業
補
助
金
及
び
畜
産

の
配
合
飼
料
価
格
軽
減
対
策
費

等
に
つ
い
て
は
１
８
０
万
３
千

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
は
、
町
営
住
宅
の
修

繕
料
及
び
解
体
工
事
等
を
８
９

９
万
１
千
円
増
額
補
正
し
、
災

害
復
旧
費
は
、
町
道
内
之
木
場

線
及
び
中
米
４
号
線
の
災
害
復

旧
事
業
費
に
対
し
４
５
０
万
円

を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

以
上
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

御
年
神
社
西
側
の
宮
村
団
地

を
用
途
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険

者
等
が
出
産
に
際
し
て
負
担
す

る
費
用
が
増
加
す
る
場
合
が
多

く
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
出

産
育
児
一
時
金
の
支
給
に
つ
い

て
、
現
行
の
35
万
円
に
対
し
、
３

万
円
を
上
限
と
し
て
保
険
者
が

定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
国
営
畑
地
か

ん
が
い
事
業
が
完
成
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
度
か

ら
22
年
度
の
２
年
間
に
お
い
て
、

本
事
業
を
実
施
し
、
国
の
指
導

の
も
と
で
水
管
理
施
設
に
か
か

る
操
作
技
術
の
習
得
及
び
安
全

且
つ
適
正
な
管
理
体
制
の
整
備

促
進
を
図
る
た
め
、
事
業
主
体

で
あ
る
本
町
と
都
城
市
に
お
い

て
、
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約

を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
市
町
村
の
統
廃
合
に

よ
り
、
平
成
21
年
３
月
30
日
を

も
っ
て
、
日
南
市
、
北
郷
町
及
び

南
郷
町
が
合
併
し
ま
す
が
、
両

町
に
お
い
て
、
共
同
処
理
し
て

い
た
交
通
災
害
共
済
事
業
に
つ

い
て
、
新
日
南
市
に
お
い
て
も
、

北
郷
町
、
南
郷
町
の
区
域
に
つ

い
て
、
継
続
し
て
共
同
処
理
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
当
該
組
合
に
日
南
市
が

加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
審

議
が
行
わ
れ
、
賛
成
10
反
対
１

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
全
て
の
市
町
村
に
お

い
て
、
宮
崎
県
自
治
会
館
管
理

組
合
で
共
同
処
理
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
日
南
市
、
北
郷
町
及

び
南
郷
町
が
平
成
21
年
３
月
30

日
を
も
っ
て
合
併
す
る
こ
と
か

ら
、
一
旦
こ
の
３
つ
の
地
方
公

共
団
体
を
条
文
か
ら
削
除
し
新

た
に
日
南
市
と
し
て
追
加
す
る

た
め
議
会
の
議
決
が
行
な
わ
れ
、

賛
成
９
反
対
２
の
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
宮

崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
減
に
つ
い
て
、
同
広

域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
と
協
議
す
る
も
の
で
、
日

南
市
、
北
郷
町
、
南
郷
町
を
条
文

か
ら
一
旦
削
除
し
、
新
た
に
日

南
市
と
し
て
追
加
す
る
た
め
議

会
の
議
決
が
行
な
わ
れ
、
賛
成

９
反
対
２
の
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
擁
護
す
る
た
め
、
暴
力
や
い

じ
め
、
差
別
な
ど
、
様
々
な
悩
み

や
相
談
に
応
じ
る
方
々
で
す
。

現
在
、
６
人
の
定
数
に
対
し
４

人
が
委
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
増
員
を
目
的
と
し
て
宮
村

在
住
の
黒
木
兼
一
郎
氏
を
適
任

者
と
し
て
推
薦
し
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
５
日
、
町
道

下
新
・
東
原
１
号
線
（
Ｊ
Ｒ
日
豊

本
線
と
の
立
体
交
差
）
に
お
い

て
、
大
雨
に
よ
り
一
時
冠
水
し
、

走
行
中
の
車
が
入
水
し
、
故
障

し
た
も
の
。
町
は
、
排
水
ポ
ン
プ

の
管
理
責
任
に
つ
い
て
不
備
を

認
め
、
被
害
者
に
対
し
損
害
賠

償
を
支
払
い
和
解
し
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
に
つ
い
て
は
、
12
月

21
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
選
挙
が
行
な
わ
れ
、

賛
成
多
数
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

細
山
田
ヒ
サ
子 

山
元　

秋
夫 

町
田　

胤
夫 

山
村　
　

治 

此
本　

晧
男
（
第
一
補
充
員
） 

上
水　
　

漸（
第
二
補
充
員
） 

間
世
田
和
文
（
第
三
補
充
員
） 

岩
元　

安
子
（
第
四
補
充
員
） 

【
敬
称
は
省
略
】

諮　

問

報　

告

三
股
町
営
住
宅
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
股
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

事
務
の
委
託
に
関
す
る

都
城
市
と
の
協
議
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙

宮
崎
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

宮
崎
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
減
及
び

宮
崎
県
自
治
会
館
管
理
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
増
減
に
つ
い
て

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
増
減

に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
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11
月
臨
時
議
会
は
、
11
月
17

日
に
行
な
わ
れ
、「
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
」
、「
財
産
の
処
分
に

つ
い
て
」
、「
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
の
３
議
案
を
議
題
と
し
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

　

町
立
病
院
は
地
域
に
密
着
し

た
医
療
施
設
で
あ
り
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
提
供
は
町

民
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
民
間
に
管
理

運
営
を
委
託
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
21
年
３
月
ま
で
に
は
国
か

ら
の
財
産
処
分
及
び
医
療
法
に

基
づ
く
廃
止
届
が
承
認
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

町
立
病
院
を
廃
止
す
る
も
の

で
、
本
条
例
の
廃
止
及
び
関
連

条
例
の
廃
止
、
ま
た
は
一
部
改

正
を
行
な
う
も
の
で
す
。
審
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

町
立
病
院
を
廃
止
し
民
間
に

移
譲
す
る
た
め
、
土
地
建
物
及

び
医
療
機
器
等
の
備
品
を
売
却

す
る
も
の
で
す
。
11
月
７
日
に

一
般
競
争
入
札
を
執
行
し
た
結

果
、
医
療
法
人
敬
和
会
戸
嶋
病

院
が
１
億
５
４
６
８
万
円
で
落

札
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
三
股
町

国
民
健
康
保
険
病
院
売
却
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。
審
議

の
結
果
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

売
買
契
約
書
の
締
結
に
つ
い

て
は
、
町
立
病
院
の
国
か
ら
の

財
産
処
分
及
び
医
療
法
に
基
づ

く
廃
止
届
が
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
に
承
認
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
つ
い
て
別
記
事
項
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
第
２
条　

売
買
代
金
に
つ

い
て

　

国
か
ら
の
財
産
処
分
及
び
医

療
法
に
基
づ
く
廃
止
届
が
承
認

さ
れ
る
日
ま
で
に
、
戸
嶋
病
院

が
三
股
町
に
納
付
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

町立病院を戸嶋病院へ売却
第7回臨時議会

誰だかわかりますか？ （昭和43年当時の町立病院職員）

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

二
、
第
６
条　

所
有
権
の
移
転

及
び
引
渡
し
に
つ
い
て

　

国
か
ら
の
財
産
処
分
及
び
医

療
法
に
基
づ
く
廃
止
届
が
承
認

さ
れ
る
日
の
翌
日
を
も
っ
て
戸

嶋
病
院
へ
移
転
し
現
状
の
ま
ま

引
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
と
す

る
。

三
、　

病
院
の
指
定
管
理
者
に

つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
病

院
の
廃
止
届
が
承
認
さ
れ
る
ま

で
の
指
定
管
理
者
は
、
戸
嶋
病

院
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
指

定
管
理
に
関
す
る
協
定
に
つ
い

て
は
、
別
途
協
議
す
る
、
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

以
下
臨
時
議
会
の
質
疑
討
論

に
つ
い
て
内
容
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

指
宿
議
員

　
　

町
立
病
院
が
民
間
へ
売
却

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
都
城
市

と
三
股
町
に
お
い
て
公
設
病
院

は
国
立
病
院
だ
け
と
な
る
が
、

今
ま
で
行
な
っ
て
き
た
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
や
町
民

の
健
康
診
断
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
戸
嶋
病
院
が
現
在
町
立
病

院
が
持
っ
て
い
る
40
床
の
ベ
ッ

ド
を
都
城
市
の
戸
嶋
病
院
へ
引

き
上
げ
て
町
立
病
院
を
診
療
所

に
し
た
場
合
の
町
長
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

　
　

町
長

　
　

50
数
年
と
い
う
な
が
き
に

わ
た
っ
て
町
民
の
健
康
を
守
っ

て
き
た
町
立
病
院
を
、
民
間
へ

売
却
す
る
こ
と
は
、
私
と
し
ま

し
て
も
大
変
さ
び
し
い
限
り
で

す
が
、
あ
く
ま
で
も
病
院
と
し

て
の
機
能
を
存
続
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
っ

て
お
り
、
契
約
書
の
中
に
も
「
医

療
法
に
規
定
す
る
病
院
と
し
て

経
営
す
る
こ
と
を
条
件
に
」
と

明
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
病
院
の
存
続
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　

町
民
保
健
課
長

　
　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
健

康
診
断
業
務
に
つ
い
て
は
今
後

戸
嶋
病
院
と
も
協
議
し
て
今
ま

で
ど
お
り
続
行
し
て
い
く
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

山
領
議
員

　
　

一
般
競
争
入
札
に
せ
ず
、

病
院
の
機
能
を
こ
れ
か
ら
も
存

続
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
医

療
機
関
に
お
い
て
入
札
を
行
な

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
売
却
し

て
２
、
３
年
で
病
院
以
外
の
施

設
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
対
策
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長

　
　

町
立
病
院
を
売
却
後
病
院

を
こ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
た
だ

く
か
ど
う
か
は
、
三
股
町
と
戸

嶋
病
院
と
の
信
頼
関
係
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

町
立
病
院
は
昭
和
29
年
12
月

に
開
院
し
、
平
成
21
年
３
月
を

も
っ
て
町
立
病
院
と
し
て
の
役

目
を
終
了
し
、
54
年
の
長
い
歴

史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
は
、
地
方
税
法
第
４
２
３

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

事
項
に
関
す
る
納
税
者
の
不
服

を
審
査
決
定
す
る
委
員
で
、
選

任
に
つ
い
て
は
市
町
村
の
住
民
、

市
町
村
税
の
納
税
義
務
が
あ
る

者
又
は
、
納
税
義
務
が
あ
る
も

の
以
外
の
者
で
、
固
定
資
産
の

評
価
に
つ
い
て
学
識
経
験
を
有

す
る
者
の
中
か
ら
、
議
会
の
同

意
を
得
て
町
長
が
承
認
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
任
期

は
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
選
任
は
前
任
者
の
二
ノ
方

逸
郎
氏
が
任
期
半
ば
に
お
い
て

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
残
任
期
間
の
後
任
者
を
選

任
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
後
任
に
元
役
場
職

員
の
堂
村
和
秋
氏
を
選
任
し
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

現在の町立病院



　

当
委
員
会
は
、
去
る
10
月
30

日
・
31
日
に
、
佐
賀
市
東
与
賀
町

の
東
与
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
と
図

書
館
の
指
定
管
理
者
に
関
す
る

件
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
参
加
者

は
議
員
５
名
と
職
員
２
名
の
計

７
名
で
す
。

　

東
与
賀
町
は
、
平
成
19
年
10

月
１
日
に
佐
賀
市
に
編
入
合
併

さ
れ
た
町
で
す
。
平
成
16
年
12

月
１
日
に
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
設
置
要
綱
を
制
定
し
、
指

定
管
理
者
の
募
集
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
、
15
の
事
業
者
の
参
加

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
３
事
業

者
に
し
ぼ
り
、
最
終
的
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
佐
賀
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
決
定
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
平
成
17
年

３
月
の
議
会
に
お
い
て
そ
の
案

件
が
、議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
に
つ
い
て
は
原
則

３
年
ご
と
に
入
札
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
指
定
管
理
者
に
指
定

し
た
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

ま
ず
、
職
員
の
数
が
平
成
16
年

度
に
お
い
て
は
、
正
職
員
を
含

む
16
名
で
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
が
17
年
度
以
降
11
名
で

事
業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
も
図

書
館
に
お
い
て
も
、
開
館
時
間

等
が
今
ま
で
は
９
時
間
で
あ
っ

た
が
、
指
定
管
理
制
度
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
13
．
５
時

間
に
延
び
た
と
言
う
こ
と
で
、

１
日
に
換
算
す
る
と
４．
５
時

間
の
利
用
延
長
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

次
に
休
館
日
に
つ
い
て
で
す

が
、
文
化
ホ
ー
ル
は
、
指
定
管
理

前
は
１
年
間
に
68
日
間
休
館
日

を
設
け
て
い
た
が
、
17
年
度
か

ら
は
年
間
７
日
間
に
短
縮
さ
れ

て
お
り
、
図
書
館
に
お
い
て
も
、

年
間
97
日
間
の
休
館
日
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
年
に
22
日

間
に
短
縮
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
平
成
16
年
度
に
お
い
て

は
公
費
負
担
総
額
が
、
５
７
３

３
万
１
千
円
で
し
た
が
平
成
17

年
度
に
は
指
定
管
理
委
託
料
が

３
９
０
０
万
円
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

諸
々
の
管
理
運
営
上
の
メ
リ
ッ

ト
が
出
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
視
察
研
修
に
は
役
場
の

担
当
職
員
も
同
行
し
ま
し
た
の

で
、
本
町
の
文
化
会
館
及
び
図

書
館
運
営
に
つ
い
て
も
、
こ
の

東
与
賀
町
の
指
定
管
理
者
制
度

を
十
分
に
生
か
し
て
頂
き
、
十

分
検
討
を
行
な
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
以
上
報
告
を
終

わ
り
ま
す
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
研
修
報
告
﹇
佐
賀
市
東
与
賀
町
﹈

文
化
会
館
・
図
書
館
の
指
定
管
理
制
度
導
入
は
可
能
か
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東与賀町文化ホール （座席数508席）

熱心な説明がとても勉強になりました



　

当
委
員
会
は
、
11
月
18
日
か

ら
20
日
ま
で
の
３
日
間
議
員
５

名
と
教
育
課
職
員
と
環
境
水
道

課
職
員
の
計
７
名
で
滋
賀
県
竜

王
町
と
富
山
県
上
市
町
に
行
き

ま
し
た
。
第
一
日
目
の
竜
王
町

視
察
の
目
的
は
家
庭
か
ら
出
る

廃
食
油
の
回
収
と
、
活
用
の
実

態
を
学
習
す
る
た
め
で
し
た
。

竜
王
町
で
は
、
平
成
７
年
か
ら

全
町
を
対
象
に
廃
食
油
の
回
収

を
呼
び
か
け
て
実
施
し
、
４
４

５
５
世
帯
で
年
間
７
８
０
０
リ

ッ
ト
ル
の
廃
食
油
を
回
収
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

最
初
は
石
鹸
へ
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
な
っ
て
き
た
そ
う
で
す

が
、
平
成
12
年
度
か
ら
は
民
間

委
託
に
よ
る
燃
料
化
に
取
り
組

み
、
平
成
15
年
度
か
ら
は
直
営

で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
導

入
し
、
地
域
自
立
の
資
源
循
環

型
社
会
作
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
回
収
作
業
は
ご
み
集
積
所

１
０
７
箇
所
の
う
ち
廃
食
油
回

収
は
67
箇
所
で
、
町
の
指
定
ポ

リ
容
器
20
リ
ッ
ト
ル
を
２
、
３

個
設
置
し
、
２
ヶ
月
に
１
回
回

収
し
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
や
老
人
福
祉
施
設
、
大
手
企

業
の
食
堂
か
ら
出
る
廃
食
油
の

回
収
も
行
い
ま
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、

約
50
％
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
使
用
し
、

約
30
％
が
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー

に
使
用
し
、
約
20
％
が
役
場
の

公
用
車
４
台
で
使
用
さ
れ
、
余

っ
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
町
外
の
事
業
所

に
有
料
で
引
渡
し
て
い
ま
す
。

　

市
販
の
軽
油
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
で
は
、

燃
費
、
馬
力
、
乗
り
心
地
な
ど
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
二
酸
化
炭

素
発
生
量
は
軽
油
に
比
べ
70
％

以
上
軽
減
し
、
ま
た
、
大
気
汚
染

物
質
の
硫
黄
酸
化
物
Ｓ
Ｏ
Ｘ
が

出
な
い
と
言
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

費
用
は
１
回
１
０
０
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
約
８
０
０
０
円
で
年

間
経
費
と
し
て
約
１
５
０
万
円

の
予
算
を
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。製
造
プ
ラ
ン
ト
の
費

用
は
１
３
６
２
万
円
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、２
分
の
１
が
国
庫
補

助
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
め
ば

人
類
の
生
存
を
含
め
社
会
経
済

産
業
更
に
自
然
環
境
や
生
態
系

に
危
機
的
状
況
を
招
く
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
取
り
組
め
ば

多
少
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
展

望
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

建
設
文
教
常
任
委
員
会
研
修
報
告
﹇
滋
賀
県
竜
王
町
﹈

廃
食
油
の
回
収
と
活
用
の
実
態
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11
月
19
日
は
富
山
県
上
市
町

役
場
で
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

愛
称
「
サ
ン
サ
ン
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。
上
市
町
は
人
口
２
３
０
０

０
人
足
ら
ず
で
、
本
町
と
同
じ

規
模
の
自
治
体
で
あ
り
ま
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が

現
在
１
１
１
５
人
と
、
６
団
体

の
加
入
と
な
っ
て
い
て
特
徴
的

な
こ
と
は
子
供
の
加
入
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

孫
と
一
緒
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
と
い
う

担
当
者
の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
愛

称
が
「
サ
ン
サ
ン
」
で
、
放
課
後

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
初
め
て
バ

レ
ー
と
い
う
ク
ラ
ブ
や
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
、か
け
る
く
ん
、ま
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
テ
レ
ビ
で
お

馴
染
み
の
「
サ
ス
ケ
」
と
か
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
競
う
ホ
ー
ム
ラ
ン
ダ
ー

ビ
ー
な
ど
普
段
の
競
技
と
違
い

娯
楽
性
が
あ
り
、
大
人
も
子
供

も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

て
競
技
の
多
い
の
に
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

年
会
費
も
子
供
４
５
０
円
、

一
般
１
８
０
０
円
、
高
齢
者
１

０
０
０
円
と
低
く
設
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
か
ら
財

政
支
援
１
８
０
万
円
と
、
ク
ラ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
人
件
費
２

３
０
万
円
は
一
般
会
計
か
ら
支

出
さ
れ
て
い
る
理
由
に
よ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
面
白
い
と
思
っ

た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

会
員
登
録
す
る
と
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ク

ラ
ブ
の
主
催
事
業
の
参
加
費
用

が
安
く
な
る
、
協
賛
企
業
で
買

い
物
を
す
る
と
割
引
が
効
く
な

ど
町
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
め
る
環
境
の
整
備
に
行

政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
で
本
町
担
当
課
の
職
員
と

一
緒
に
学
習
が
で
き
た
こ
と
は

非
常
に
有
意
義
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
た
一
緒
に
施

策
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

以
上
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

建
設
文
教
常
任
委
員
会
研
修
報
告
﹇
富
山
県
上
市
町
﹈

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
取
り
組
み
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大変有意義な研修でした



町
長

過
疎
定
住
促
進
奨
励
金
と

　
　

宅
地
分
譲
を
併
用
し
て
推
進
し
た
い

一 般 質 問

ど
う
す
る
の
か

　
　
　
　

過
疎
対
策

山  

領  

征  

男  

議
員

　
　
　

過
疎
化
の
進
む
長
田
、梶
山
、宮

　
　
　

村
地
区
の
人
達
に
と
っ
て
は
正

に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。近
い
う
ち
に
梶

山
、宮
村
小
学
校
も
複
式
学
級
に
な
る
の

で
は
と
の
不
安
が
あ
る
。

　

町
長
は
先
の
公
約
で
町
営
住
宅
建
設

等
で
過
疎
化
を
防
ぐ
と
の
事
だ
っ
た

が
・・・

町
長　

こ
の
３
地
区
に
つ
い
て
は
過
疎

定
住
奨
励
金
を
実
施
し
て
い
る
。
又
、
宅

地
造
成
と
分
譲
を
併
行
し
、
効
果
を
あ
げ

て
い
き
た
い
。
又
、
要
望
の
あ
っ
た
宮
村

地
区
に
つ
い
て
は
開
発
公
社
に
よ
り
21

年
度
か
ら
寺
柱
地
区
に
20
区
画
の
宅
地

造
成
を
し
て
分
譲
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

今
後
も
過
疎
化
や
複
式
学
級
の
解
消

に
努
め
な
が
ら
対
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

問　

老
朽
化
の
進
ん
だ
小
学
校
の
体
育

館
の
改
築
計
画
は
・・・

町
長　

耐
力
度
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

勝
岡
小
、
三
股
小
、
宮
村
小
、
梶
山
小
の
順

で
改
築
の
予
定
だ
っ
た
が
、
中
国
四
川
省

の
大
震
災
を
踏
ま
え
、
国
は
23
年
度
ま
で

の
耐
震
化
を
強
く
打
ち
出
し
て
き
た
。
更

に
耐
震
診
断
を
早
急
に
実
施
し
て
、
そ
の

結
果
か
ら
全
面
改
築
か
大
規
模
改
修
か

耐
震
補
強
す
る
か
を
再
検
討
し
て
施
設

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

今
、建
設
業
界
は
公
共
工
事
の
激
減

や
低
価
格
入
札
な
ど
厳
し
い
現
状
で
あ

る
。そ
こ
で
働
く
人
達
に
少
し
で
も
多
く

の
仕
事
を
与
え
、町
の
活
性
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
、島
津
紅
茶
園
線
改

良
工
事
、多
目
的
広
場
の
排
水
工
事
、上

米
の
水
道
配
水
池
改
築
な
ど
生
活
に
密

着
し
た
、事
業
を
推
進
す
る
計
画
は
な
い

か
。

環
境
水
道
課
長　

公
共
下
水
道
に
つ
い

て
は
稗
田
地
区
完
了
後
、
22
年
度
以
降
、

東
原
地
区
を
中
心
と
し
た
中
央
部
を
施

工
し
、
植
木
地
区
に
移
る
計
画
で
事
業
を

進
め
る
。

町
長　

島
津
紅
茶
園
線
一
帯
の
開
発
、
利

用
に
つ
い
て
は
期
待
が
大
き
い
。
21
年
度

よ
り
地
方
道
路
整
備
交
付
金
事
業
で
取

り
組
む
計
画
で
あ
る
。

　

多
目
的
広
場
の
排
水
工
事
に
つ
い
て

は
、
現
在
開
発
公
社
の
財
産
で
あ
り
、
土

地
の
購
入
な
ど
財
源
確
保
も
厳
し
い
の

で
第
２
次
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

上
米
の
上
水
道
配
水
池
は
、
築
造
か
ら

50
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
。
災
害

時
の
危
険
リ
ス
ク
の
分
散
か
ら
も
現
在

策
定
中
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
で
施
設

の
更
新
を
計
画
し
て
い
る
。

町
活
性
化
の
た
め
の

　
　
　

業
者
支
援
に
つ
い
て

小
学
校
の
体
育
館
改
築
に
つ
い
て

9
人
の
議
員
が

質
問
し
ま
し
た
。

内
容
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。問
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一 般 質 問

町 

長

活
力
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い

町
民
が
夢
と
希
望
を

　
　
　
　

持
て
る
政
治
を

山  

中  

則  

夫  

議
員

　
　
　

現
在
本
町
は
特
色
の
な
い
町
に

　
　
　

な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、自
立
し

て
い
く
た
め
に
町
政
の
方
向
性
が
見
え

て
こ
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。町
長
と
し

て
町
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
、町
民
が
誇

り
を
持
て
る
町
に
す
る
の
が
政
治
家
の

役
目
だ
と
思
う
が
。

町
長　

第
四
次
総
合
計
画
に
あ
る
よ
う

に
、
活
力
に
あ
ふ
れ
、
心
あ
た
た
ま
る
住

み
良
い
町
三
股
を
目
標
に
置
き
、
町
民
と

協
力
・
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。
農
業
を
中
心
に
、
人
口
増
、

年
少
人
口
が
県
下
一
で
あ
る
こ
と
等
を

生
か
し
て
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
に
し
て
い
き
た
い
。
又
、
行
政
の
基
本

は
人
口
で
あ
る
の
で
、
人
口
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

年
々
、長
田
、梶
山
、田
上
地
区
の
活

気
が
な
く
な
っ
て
い
る
。本
町
が
自
立
を

存
続
し
て
い
く
為
に
は
町
全
域
が
発
展

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、町
内
が
極
端

に
過
疎
と
過
密
に
な
っ
て
い
る
。町
長

自
ら
長
田
等
の
地
域
に
出
向
い
て
住
民

の  

生
の
声  

を
聞
く
べ
き
で
は
。

町
長　

西
高
東
低
が
本
町
の
特
色
で
あ

る
。
ど
う
し
て
も
、
町
民
の
生
活
圏
域
が

町
西
部
に
偏
っ
て
い
る
。
過
疎
対
策
に
は

特
効
薬
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
宅
地

分
譲
等
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
、
十
分
に
検
討
し
て

い
く
が
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、
提
案
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

過
疎
対
策
は
む
ず
か
し
い
と
言
う

が
、今
ま
で
の
対
策
を
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。対
策
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
。

町
長　

上
水
道
も
整
備
さ
れ
、
生
活
環
境

も
整
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
便
利
さ
を

求
め
て
町
の
中
心
部
に
住
む
現
状
で
あ

る
。今
後
も
過
疎
対
策
に
努
力
す
る
が
、定

住
さ
せ
る
の
は
む
ず
か
し
い
。

問　

地
域
の
発
展
は
大
変
だ
と
思
う
が

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
い
け
な
い
。今

こ
そ
町
内
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に

守
り
の
行
政
で
は
な
く
、攻
め
の
行
政
を

展
開
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

町
長　

住
民
の
声
を
良
く
聞
い
て
全
町

的
な
発
展
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

植
木
地
区
は
町
内
で
最
も
人
口
密

集
地
で
あ
る
が
、道
路
・
側
溝
等
の
整
備

が
一
番
遅
れ
て
い
る
。町
税
収
入
面
で
地

区
は
非
常
に
貢
献
し
て
い
る
。住
み
よ
い

地
域
に
す
る
為
に
も
っ
と
整
備
す
べ
き
で

は
。

町
長　

植
木
地
区
の
人
口
増
加
は
大
い

に
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
町
民

の
暮
ら
し
の
向
上
の
た
め
に
も
生
活
道

整
備
に
町
民
の
協
力
を
得
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

唐
橋
団
地
内
の
町
有
地
利
用
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。以
前
、売
却
を
考

え
て
い
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
長　

将
来
の
、
植
木
地
区
の
施
設
建
設

等
を
考
え
て
、
売
却
し
な
い
方
向
で
い
き

た
い
。

問

廃虚になった植木児童館プール
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長
田
、梶
山
、田
上
の

　

過
疎
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

今
こ
そ
、守
り
で
は
な
く

　
　
　
　
　

攻
め
の
行
政
を

植
木
地
区
の
整
備
が

　
　
　
　
　

遅
れ
て
い
る
が



一 般 質 問

町 

長

介
護
利
用
率
は
減
と
な
っ
て
い
る

介
護
認
定
者
の
現
状
と

　
　

 

保
険
料
の
見
直
し
は

上  

西  

祐  

子  

議
員

　
　
　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
９
年
、今

　
　
　

や
介
護
の
社
会
化
と
い
う
理
念

は
投
げ
捨
て
ら
れ
、高
齢
者
の
生
活
を

「
介
護
と
り
あ
げ
」や
負
担
増
が
襲
い
、公

的
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
、社
会

か
ら
見
え
な
い
形
で
困
難
を
か
か
え
て

暮
ら
す
介
護
難
民
が
増
え
て
い
ま
す
。本

町
で
の
３
年
間
の
認
定
者
と
利
用
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

介
護
認
定
者
は
18
年
度
９
４
３

名
、
19
年
度
９
９
７
名
、
20
年
度
１
０
２

６
名
と
増
え
て
い
る
が
、
利
用
率
は
減
っ

て
い
る
。

問　

見
直
し
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
介
護

の
利
用
が
落
ち
、給
付
費
も
17
年
度
と
18

年
度
を
比
べ
る
と
約
３
千
万
円
減
少
し

た
の
は
、国
が
介
護
を
受
け
さ
せ
な
い
様

に
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　

18
年
度
の
制
度
見
直
し
に

よ
り
、
介
護
予
防
に
重
点
が
移
り
、
要
支

援
が
増
え
、
当
然
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
が
加

え
ら
れ
給
付
費
も
減
額
さ
れ
た
。

問　

本
町
で
取
り
組
ん
だ
介
護
予
防
事

業
と
今
後
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
を
伺

う
。

町
長　

通
所
型
介
護
予
防
事
業
と
し
て

運
動
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。
又
、
一
般
高
齢
者
向
け
予
防
事
業
は
、

元
気
の
杜
で
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
、
月
１
回
か
ら
２
回
町
内
10
ヶ
所

で
、
体
操
中
心
に
健
康
管
理
や
運
動
方
法

等
適
格
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
認
知
症

対
策
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
課
長　

そ
の
他
に
骨
コ
ツ
貯
金
教

室
、
足
も
と
元
気
教
室
を
現
在
も
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
も
っ
と
多
く
の
人
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
改
修
後
の
駅
舎

で
教
室
を
開
い
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
居

宅
等
で
転
倒
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
介
護

状
態
に
な
る
人
も
多
い
の
で
、
転
倒
予
防

の
た
め
家
の
中
の
手
す
り
の
改
修
な
ど

を
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

来
年
度
の
見
直
し
で
保
険
料
は
ど

う
な
る
の
か
。

町
長　

現
在
策
定
委
員
会
で
審
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
今
の
景
気
の
動

向
を
ふ
ま
え
、
住
民
の
負
担
を
現
状
よ
り

重
く
す
る
こ
と
は
さ
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

本
町
の
発
注
す
る
工
事
の
支
払
い

は
完
了
後
ど
の
位
で
支
払
い
が
さ
れ
る

の
か
。又
、前
払
い
金
は
３
百
万
円
以
下

の
工
事
に
も
出
す
よ
う
に
は
で
き
な
い

か
。

町
長　

約
款
で
請
求
を
う
け
て
か
ら
40

日
以
内
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

早
期
に
支
払
う
た
め
に
は
約
款
を
改
正

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
現
在
前
払

い
金
の
下
限
金
額
を
３
百
万
円
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
百
万
円
に
引
き
下
げ
る

様
検
討
し
て
い
る
。

問　

い
つ
か
ら
す
る
つ
も
り
か
。

総
務
課
長　

１
月
か
ら
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

問

工
事
代
金
の
支
払
い
を
早
期
に
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一 般 質 問

町 

長

引
き
続
き
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

公
約 

過
疎
対
策

町
営
住
宅
建
設
は
ど
う
す
る
？

黒  

木  

孝  

光  

議
員

　
　
　

過
疎
対
策
と
し
て「
過
疎
地
域
定

　
　
　

住
促
進
奨
励
金
等
交
付
制
度
」や

梶
山
の「
宅
地
分
譲
制
度
」が
進
め
ら
れ
、

そ
の
成
果
は
認
め
ら
れ
る
が
こ
れ
も
一
過

性
の
も
の
で
あ
る
。

　

居
住
者
が
入
れ
替
わ
る
町
営
住
宅
建

設
も
活
性
化
の
手
法
で
あ
る
。「
公
約
」さ

れ
た
住
宅
政
策
は
ど
う
な
っ
た
か
伺
う
。

町
長　

町
単
独
の
住
宅
建
設
は
、
多
額
の

費
用
が
か
か
り
、
建
設
の
為
の
起
債
な
ど

有
利
な
制
度
が
利
用
で
き
ず
、
又
、
管
理
、

修
繕
も
補
助
対
応
と
な
ら
な
い
た
め
、
現

在
の
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
む
ず

か
し
い
。
し
か
し
、
引
き
つ
づ
き
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

教
育
委
員
会
が
ま
と
め
た
平
成
20

年
度
、児
童
・
生
徒
数
調
査
と
21
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
見
込
み
数
を
見
る
と
、

長
田
小
は
現
在
38
名
が
26
年
度
に
は
18

名
、宮
村
小
は
86
名
が
48
名
、梶
山
小
は
74

名
が
47
名
と
50
名
を
割
り
込
む
。梶
山
小

の
児
童
数
が
現
在
も
50
名
を
越
え
て
推
移

し
て
い
る
の
は
、奨
励
金
交
付
制
度
や
宅

地
分
譲
政
策
の
成
果
で
あ
る
が
一
定
期
間

を
経
過
す
る
と
減
少
傾
向
に
転
ず
る
。

　

住
宅
建
設
は
、計
画
的
実
施
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

町
長　

補
助
事
業
と
単
独
の
住
宅
建
設

を
併
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
、
財
政
的

な
面
か
ら
危
惧
し
て
い
る
。

問　

副
町
長
を
中
心
に
、関
係
課
は
、知

恵
を
出
し
て
欲
し
い
。又
、宮
村
地
区
に

続
い
て
、長
田
地
区
に
も
宅
地
分
譲
政
策

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長　

意
見
と
し
て
受
け
と
め
て
、
内
部

で
検
討
さ
せ
て
戴
き
た
い
。

問　

町
長
は
以
前「
私
は
是
非
と
も
必
要

な
施
設
と
考
え
て
い
る
の
で
、検
討
委
員

会
で
十
分
検
討
す
る
」と
答
弁
さ
れ
た
。

そ
の
経
緯
や
結
果
は
。

町
長　

18
年
度
よ
り
検
討
し
て
い
る
が
、

現
実
的
に
は
、
学
校
施
設
整
備
や
町
営
住

宅
建
て
替
え
、
公
共
下
水
道
事
業
等
の
優

先
す
る
大
型
事
業
を
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
財
源
の
確
保
が
困
難
で
、
現
時
点
で

は
先
送
り
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
地
区
分
館

を
開
放
し
て
合
宿
所
と
し
て
利
用
を
促

進
し
て
い
る
。

　

本
年
度
も
町
内
外
を
問
わ
ず
県
外
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
、
中
学
生
、
高
校

生
な
ど
の
利
用
が
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

今
後
も
国
、
県
等
の
補
助
制
度
等
も
調

査
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問　

平
成
14
年
度
よ
り
段
階
的
に
進
め

ら
れ
て
き
た
整
備
は
、
20
年
度
版
の
実
施

計
画
で
は
、
21
年
度
に
用
地
鑑
定
、
22
年

度
に
用
地
購
入
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

梶
山
城
は
、歴
史
的
価
値
の
高
い
、中

世
の
山
城
の
姿
を
残
す
貴
重
な
文
化
財

で
あ
り
、今
後
の
保
存
整
備
計
画
の
概
要

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

当
初
は
、
国
の
文
化
財
指
定
を

視
野
に
入
れ
城
跡
全
体
を
保
存
す
る
こ

と
で
検
討
し
て
き
た
。

　

城
跡
地
の
一
部
が
、
業
者
に
よ
り
破
壊

さ
れ
て
い
る
の
で
国
の
指
定
が
難
し
い

状
況
と
な
っ
た
こ
と
と
、
24
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
膨
大
な
面
積
を
全
体
保
存
と
な
る
と

土
地
取
得
に
数
億
か
か
り
、
事
務
量
が
膨

大
に
な
る
の
で
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を

考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
保
存
整
備
は
、
本
丸
と

そ
の
周
辺
に
範
囲
を
し
ぼ
り
、
説
明
板
の

設
置
、
遊
歩
道
の
整
備
、
島
津
家
の
梶
山

城
に
関
す
る
研
究
と
、
小
冊
子
の
作
成
等

を
行
う
。
又
、
城
跡
を
注
視
、
案
内
す
る
こ

と
に
主
眼
を
お
き
、
今
後
基
本
計
画
を
作

成
す
る
。

問
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一 般 質 問

町 

長

モ
デ
ル
地
区
で
試
験
的
に
行
う

て
ん
ぷ
ら
油
の

　

 
回
収
に
よ
る
燃
料
化
を

原  

田  

重  

治  

議
員

　
　
　

て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
に
よ
る
燃

　
　
　

料
化
に
よ
っ
て
石
油
の
高
騰
に

伴
う
燃
料
費
の
負
担
増
を
軽
減
し
地
球

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る　

を
減
少
さ
せ
、

家
庭
で
の
廃
油
処
置
に
役
立
つ
な
ど
、様

々
な
問
題
点
を
解
決
で
き
る
と
思
う
が

執
行
側
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

町
長　

地
球
温
暖
化
、
水
の
汚
染
等
の
解

決
方
法
と
し
て
よ
い
が
、
回
収
に
対
す
る

問
題
も
多
く
、
町
と
し
て
も
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
ず
、
問
題
点
を
あ

げ
る
と
、
住
民
の
協
力
体
制
、
住
民
の
意

識
改
革
、
個
人
的
に
回
収
し
て
い
る
人
へ

の
弊
害
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
先
進

地
研
修
等
を
行
っ
て
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

問　

賛
否
両
論
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
運
行
に
、各
家
庭
か
ら
出
る
廃
油
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
の
環
境
問

題
へ
の
意
識
付
け
が
で
き
る
と
同
時
に

燃
料
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
の
で
住

民
参
加
の
町
お
こ
し
が
で
き
る
と
思
う
。

　

本
町
の
役
場
職
員
の
中
に
は
や
る
気

一
杯
の
人
達
が
た
く
さ
ん
居
る
。人
は
導

き
方
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
、そ
の
指

示
に
よ
っ
て
大
き
な
力
を
秘
め
て
い
る
。

上
司
の
方
々
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
お
願

い
し
た
い
。

町
長　

全
町
一
斉
に
行
う
に
は
問
題
が

あ
る
の
で
モ
デ
ル
地
区
を
決
め
て
試
験

的
に
行
っ
て
、
こ
の
結
果
を
見
な
が
ら
進

め
て
行
き
た
い
。

問　

個
人
的
に
回
収
し
燃
料
事
業
を
行

っ
て
い
る
人
が
居
る
よ
う
だ
が
、こ
の
問

題
は
個
人
で
行
っ
て
解
決
す
る
も
の
で

は
な
く
、全
住
民
が
協
力
し
て
初
め
て
成

功
す
る
も
の
で
あ
る
。又
、住
民
も
町
お

こ
し
に
参
加
し
た
い
が
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
人
が
多
い
。き
っ
と
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

　

当
局
の
前
向
き
な
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

問　

役
場
に
植
栽
さ
れ
て
い
た
イ
チ
ョ

ウ
を
何
故
切
っ
た
の
か
。物
を
シ
ン
ボ
ル

化
し
た
場
合
そ
れ
を
大
切
に
す
る
も
の

と
考
え
る
が
、役
場
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を

元
か
ら
伐
採
し
て
い
る
。

町
長　

イ
チ
ョ
ウ
の
根
が
役
場
南
側
の

擁
壁
を
押
し
倒
し
、
通
行
者
に
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
。
役
場
正
面
東
側

交
差
点
に
お
い
て
は
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が

運
転
者
の
視
界
の
妨
げ
に
な
っ
て
お
り

毎
年
衝
突
事
故
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
。

ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
は
腐
れ
に
く
く
雨

天
時
は
通
行
者
の
転
倒
の
原
因
に
な
る

こ
と
。
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
上
部
に
は
電
線

が
あ
り
危
険
で
あ
る
こ
と
。
以
上
の
こ
と

か
ら
伐
採
し
た
。

問　

少
な
く
と
も
町
の
木
で
あ
る
。一
本

ぐ
ら
い
は
残
す
べ
き
だ
。木
は
一
年
や
二

年
で
育
つ
も
の
で
は
な
い
。落
葉
は
一
ヶ

月
程
度
み
ん
な
で
協
力
し
清
掃
は
出
来

る
は
ず
。

町
長　

今
後
は
文
化
会
館
等
イ
チ
ョ
ウ

の
木
を
育
成
す
る
の
に
適
し
た
公
共
施

設
で
の
植
栽
を
考
え
た
い
。

問

2CO
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町
の
木
イ
チ
ョ
ウ
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
の
か



一 般 質 問

教
育
長

単
独
校
と
し
て
運
営
し
た
い

長
田
小
と
梶
山
小
の

  
単
独
校
と
し
て
の
自
信
は

財  

部  

一  

男  

議
員

　
　
　

長
田
小
学
校
の
児
童
数
は
平
成

        

21
年
度
で
32
名
で
あ
る
。そ
れ
が

26
年
度
に
は
18
名
の
見
込
み
で
あ
り
、現

在
複
式
学
級
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。こ
の

ま
ま
推
移
し
て
行
く
と
将
来
長
田
小
と

梶
山
小
の
学
校
統
合
の
問
題
が
お
き
る

心
配
が
あ
る
。町
は
学
校
統
合
は
せ
ず
に

単
独
校
と
し
て
運
営
し
て
行
く
自
信
が

あ
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
は
地
域
の
核
で
あ
る
の

で
、
そ
の
学
校
が
無
く
な
る
事
は
、
地
域

が
さ
び
れ
る
事
に
な
る
。
学
校
統
合
は
生

徒
数
が
10
名
を
割
っ
て
い
な
い
の
で
、
考

え
て
い
な
い
。
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
単

独
校
と
し
て
学
校
運
営
を
し
て
行
く
。

問　

単
独
で
学
校
運
営
を
行
う
と
す
れ

ば
本
気
で
人
口
増
に
つ
な
が
る
政
策
が

必
要
で
あ
る
。
長
田
地
区
に
お
い
て
は
、

上
水
道
の
整
備
、ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
整
備

も
終
わ
っ
て
、住
む
環
境
は
十
分
に
整
っ

て
き
て
い
る
。長
田
地
区
に
安
い
分
譲
宅

地
を
造
成
し
、分
譲
政
策
を
行
う
事
で
人

口
増
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

又
、長
田
地
区
は
観
光
を
主
体
と
し
て
の

政
策
が
必
要
だ
と
思
う
。た
と
え
ば
観
光

農
園（
梅
、柿
、ぶ
ど
う
等
）の
整
備
を
行

う
等
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

い
わ
れ
る
通
り
、
長
田
地
区
は
、

自
然
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
人
が
生

活
出
来
る
環
境
、
人
が
住
み
や
す
い
整
備

は
整
っ
て
き
て
い
る
。
先
ほ
ど
指
摘
さ
れ

た
事
に
つ
い
て
は
、
今
後
十
分
に
協
議
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

本
町
に
は
、完
全
に
遊
休
地
化
し
て

い
る
土
地
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。こ

れ
ら
の
土
地
を
維
持
管
理
し
て
い
く
に

は
大
変
な
お
金
が
必
要
で
あ
る
。当
然
ム

ダ
な
経
費
を
使
う
事
に
な
り
、町
に
対

し
多
大
な
損
失
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
伺
う
が
、勝
岡
教
職
員
住
宅
跡
地

に
ど
れ
だ
け
の
維
持
費
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
か
。

総
務
企
画
課
長　

財
部
議
員
よ
り
跡
地

の
草
刈
陳
情
を
受
け
た
時
の
費
用
が
19

万
円
、
跡
地
へ
の
進
入
禁
止
の
た
め
の
カ

ギ
の
費
用
が
４
万
円
で
あ
っ
た
。

問　

遊
休
地
を
維
持
管
理
す
る
事
は
、収

入
は
生
じ
な
い
の
に
、ム
ダ
な
経
費
だ
け

が
生
じ
る
。遊
休
地
等
を
早
く
処
分
す
る

事
で
経
費
削
減
が
出
来
る
上
に
、人
口
増

加
に
も
つ
な
が
り
固
定
資
産
税
等
の
収

入
増
に
も
な
る
。こ
の
様
に
一
石
二
鳥
の

政
策
を
行
う
事
が
で
き
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

町
長　

処
分
可
能
な
有
休
地
に
つ
い
て

は
、
な
る
べ
く
早
く
所
定
の
手
続
き
を
経

て
売
却
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

長田小学校

梶山小学校
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遊
休
地
対
策
に
つ
い
て



一 般 質 問

町 

長

現
時
点
で
は
、見
直
し
の
方
向
に
な
い

高
額
す
ぎ
る

　
　

投
・
開
票
事
務
支
給
費

重  

久  

邦  

仁  

議
員

　
　
　

直
近
の
選
挙
で
の
各
投
票
所
毎

　
　
　

の
経
費
は
い
く
ら
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

11
投
票
所

平
均
18
万
５
４
７
８
円
で
あ
る
。

問　

直
近
の
選
挙
で
の
投
票
開
票
当
日

の
手
当
は
い
く
ら
か
、又
、最
高
額
は
い

く
ら
で
あ
っ
た
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

投
票
所
従

事
者
職
員
支
給
額
は
２
万
７
１
１
２
円

で
、
投
票
・
開
票
事
務
職
員
の
最
高
支
給

額
は
４
万
１
５
４
９
円
で
あ
る
。

問　

投
票
所
削
減
を
審
議
し
た
行
政
改

革
検
討
委
員
会
及
び
選
挙
管
理
委
員
会

の
、議
事
録
は
公
開
し
な
い
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

議
事
録
は

録
っ
て
い
な
い
。
審
議
内
容
等
の
わ
か
る

文
書
に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
条
例
に
基

づ
き
申
請
書
類
が
あ
れ
ば
公
開
で
き
る
。

問　

行
政
改
革
の
中
で
取
り
組
ん
で
い

る
文
化
会
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
協
議

さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　

文
化
会
館
の
運
営
に
つ
い
て

は
平
成
17
年
度
に
住
民
代
表
も
交
え
た

行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
ご
協
議
を
頂

き
委
員
の
中
か
ら
指
定
管
理
に
つ
い
て

の
提
言
も
な
さ
れ
た
。
た
だ
、
本
町
の
文

化
会
館
は
客
席
数
も
４
１
３
席
と
少
な

く
、
食
堂
等
の
施
設
も
な
い
た
め
、
指
定

管
理
者
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
魅
力
あ

る
施
設
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
自
主
文
化
事
業
を

ど
う
い
う
形
で
展
開
し
て
い
く
の
か
、
更

に
は
小
中
学
校
や
文
化
協
会
、
福
祉
団
体

の
利
用
、
公
民
館
の
生
涯
学
習
発
表
に
つ

い
て
は
現
在
使
用
料
を
取
っ
て
い
な
い

た
め
そ
の
取
り
扱
い
を
ど
う
す
る
の
か
。

そ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
指
定
管
理
の
額

を
設
定
す
る
の
も
大
変
難
し
い
問
題
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
文
化
会
館
に
つ

い
て
は
、
今
後
時
間
を
か
け
て
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
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文
化
会
館
の
運
営
は

三股町文化会館・図書館

管理者・立会人

第 1 投 票 区

第 2 投 票 区

第 3 投 票 区

第 4 投 票 区

第 5 投 票 区

第 6 投 票 区

第 7 投 票 区

第 8 投 票 区

第 9 投 票 区

第10投票区

第11投票区

山王原・仲町

上米満・中米満・谷・櫟田

小鷺巣・寺柱・大鷺巣・高畑

田上・梶山

仮屋・轟木・大野・大八重

勝岡・前目・三原・餅原

上新馬場・下新馬場

東原・稗田

東植木・西植木

蓼池

今市・中原・花見原

　　 計

4,040

4,000

4,100

4,050

4,040

4,000

4,040

4,200

4,050

4,100

4,040

44,660

196,254

196,214

169,470

169,420

158,035

196,214

196,254

196,414

196,264

169,470

196,254

2,040,263

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

34,000

374,000

135,464

135,464

108,620

108,620

108,620

135,464

135,464

135,464

135,464

108,620

135,464

1,382,728

５人

５人

４人

４人

４人

５人

５人

５人

５人

４人

５人

51人

22,750

22,750

22,750

22,750

11,375

22,750

22,750

22,750

22,750

22,750

22,750

238,875

2人

2人

2人

2人

1人

2人

2人

2人

2人

2人

2人

21人

185,478円/１投票区27,112円/1人 11,375円/1人11,333円/1人

報償費等 計

平成19年7月22日執行 参議院議員選挙投票所別費用一覧表 (投票所毎に分けられるもの)  (単位：円)

パート
投票区名 投票区の区域

職　員

人件費等

勤務時間 １時間当たりの単価

投票事務

開票事務

投票事務・開票事務

12時間  (6:30～18:30)

3時間30分 (19:30～23:00)

15時間30分 (6:30～23:00)

27,112

8,283

35,395

2,259

2,367

2,284

      最高額：41,549円(19時間、5:30～0:30、2,187円/時間)

選挙事務従事者１人当たりの人件費について  (単位：円)

１人当たりの人件費



一 般 質 問

町 

長

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
の
整
備
を
考
え
て
い
る

防
災
行
政
広
報
塔
の

　
　
　
　
　

整
備
計
画
は

指  

宿  

秋  

廣  

議
員

　
　
　

老
朽
化
し
て
い
る
広
報
塔
の
整

　
　
　

備
に
つ
い
て
、昨
年
６
月
議
会
で

整
備
計
画
を
質
問
し
た
が
、そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

現
状
は
、
昨
年
６
月
議
会
で
の
答

弁
の
時
と
同
じ
で
あ
る
。
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
有

利
な
補
助
金
が
無
い
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
放

送
で
の
整
備
を
考
え
て
い
る
、
し
か
し
、

全
国
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備
の
自
治
体

が
少
な
い
た
め
、
設
置
し
て
い
る
自
治
体

を
調
査
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
平
成
22

年
度
以
降
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

今
の
日
本
を
支
え
発
展
に
大
い
に

寄
与
さ
れ
、本
人
の
意
思
と
関
係
な
く
強

制
的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
、又
、発
足
一
年

目
か
ら
、何
回
も
見
直
し
が
行
わ
れ
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
あ
る
。そ
の
被
保

険
者
の
保
険
料
滞
納
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
て
い
た
が
、本
町
の
滞
納
者
に
対

す
る
資
格
者
証
の
発
行
は
す
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
が
、町
長
は
ど
の
よ
う
に
こ

の
問
題
に
臨
む
の
か
。

町
長　

今
年
度
か
ら
の
新
し
い
制
度
で

あ
り
又
、
年
度
途
中
で
料
金
徴
収
な
ど
の

変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
被
保
険
者
に
戸
惑

い
や
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
県
広
域
連
合

は
、
相
当
の
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
資
格
者

証
の
発
行
は
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

問　

景
気
低
迷
に
よ
っ
て
、子
牛
購
入
価

格
の
高
騰
と
親
牛
出
荷
時
価
格
の
低
迷

で
、肥
育
農
家
は
大
変
な
経
営
的
危
機
に

な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、子
牛
生
産
農
家
な

ど
と
同
様
に
町
か
ら
支
援
は
で
き
な
い

か
。

町
長　

原
油
高
騰
が
、
農
産
物
コ
ス
ト
上

昇
に
大
き
く
起
因
し
て
い
る
。
一
方
価
格

は
景
気
低
迷
に
よ
り
需
要
が
低
迷
し
て

お
り
、
畜
産
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
、
そ
こ
で
、
今
議
会
に
原

油
・
配
合
飼
料
価
格
軽
減
対
策
事
業
の
補

正
予
算
を
提
案
す
る
。

問　

実
施
計
画
の
う
ち
平
成
21
年
度
の

新
規
事
業
に
つ
い
て
、町
長
の
考
え
方
は

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
予
算
編
成
す
る
考

え
か
。又
、総
務
省
が
三
股
町
と
都
城
市

を
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
地
域
と
指
定

し
て
、「
特
定
地
域
経
済
活
性
化
対
策
」を

本
年
度
か
ら
３
年
の
推
進
地
域
に
指
定

し
て
い
る
が
、本
町
の
こ
れ
を
活
用
し
た

事
業
は
あ
る
の
か
。

町
長　
「
特
定
地
域
経
済
活
性
化
対
策
」

事
業
債
と
、
他
の
有
利
な
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
取
り
組
め
る
も
の
が
あ
れ
ば

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

肥
育
牛
の
子
牛
購
入
資
金
の

　
　
　
　
　
　

補
助
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
予
算
編
成

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

今年は丑年 高く売れますように（1月15日初セリ）
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一 般 質 問

町 

長

近
隣
の
市
町
村
の
動
向
を
み
た
い

妊
婦
健
診
14
回
を

　
　
　
　
　

無
料
化
に
！

池  

田  

克  

子  

議
員

　
　
　

妊
婦
健
診
は
定
期
的
に
受
診
す

　
　
　

る
こ
と
で「
切
迫
流
産
や
早
産
」

「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
」な
ど
の
早
期
治

療
に
つ
な
が
る
。公
費
負
担
回
数
が
２
回

か
ら
５
回
に
拡
充
さ
れ
た
後
の
受
診
率

を
問
う
。

町
長　

平
成
20
年
４
月
よ
り
５
回
に
な

っ
た
の
で
年
度
途
中
で
あ
り
定
か
で
は

な
い
。
毎
年
平
均
95
％
位
受
診
し
て
い

る
。

問　

今
国
会
で
厚
労
省
は
妊
婦
健
診
の

無
料
化
を
14
回
に
す
る
た
め
、第
２
次
追

加
補
正
予
算
に
計
上
す
る
事
を
決
定
し

た
。財
源
の
１一
２
は
国
庫
補
助
、残
り
の

１一２
は
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。実

施
の
裁
量
は
市
町
村
と
な
る
。妊
婦
健
診

を
14
回
分
公
費
負
担
で
き
な
い
か
。

町
長　

ま
だ
正
式
な
通
知
が
来
て
い
な

い
。
都
城
市
は
平
成
21
年
度
も
５
回
の
受

診
券
を
交
付
予
定
で
あ
る
。
本
町
も
都
城

市
と
同
じ
医
療
機
関
を
使
う
た
め
、
５
回

の
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
町
の
人
口

動
態
を
考
え
れ
ば
十
分
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
剣
に
取
り
組
み

た
い
。

問　

こ
の
予
算
は
平
成
23
年
３
月
ま
で

の
措
置
と
な
っ
て
い
る
。平
成
23
年
以
降

も
継
続
を
求
め
た
い
が
考
え
を
問
う
。

町
長　

近
隣
の
市
町
村
の
動
向
を
み
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

問　

第
４
次
三
股
町
総
合
計
画
の
後
期

計
画
が
平
成
18
年
３
月
に
策
定
さ
れ
、平

成
22
年
度
ま
で
に
実
現
す
べ
く
目
標
が

設
定
し
て
あ
る
。そ
の
中
の「
ま
ち
づ
く

り
」は
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る

の
か
。

町
長　

住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
政
策

を
展
開
す
る
。
住
環
境
の
整
備
や
子
育
て

支
援
、
医
療
福
祉
の
充
実
を
推
進
す
る
。

問　

総
合
計
画
の
中
の
５
章
に「
町
民
総

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
タ
イ
ト
ル

が
あ
る
。そ
れ
な
り
の
実
績
は
あ
る
と
思

う
が
、し
か
し
、ま
だ
創
意
・
工
夫
の
仕
様

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。仮
称「
ア
イ
デ
ィ

ア
企
画
室
」を
設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長　

新
た
な
課
や
係
の
新
設
は
考
え

て
い
な
い
。
公
聴
制
度
を
充
実
さ
せ
る
。

意
見
箱
を
６
月
１
日
よ
り
町
内
５
ヶ
所

に
設
置
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
住
民
に
意
見
を
求
め
る
）
を
導
入
す
る
。

委
員
会
等
に
住
民
の
参
加
を
求
め
る
。

各
地
区
の
座
談
会
に
出
向
き
説
明
会
等

を
行
う
。

問　

ア
イ
デ
ィ
ア
企
画
室
が
地
域
へ
出

か
け
て
行
き「
町
民
と
話
し
合
い
」「
町
民

力
の
す
ご
さ
を
体
感
す
る
こ
と
」が
大
事

で
は
な
い
か
。地
域
に
は
人
材
が
数
多
く

い
る
。即
戦
力
の
ア
イ
デ
ィ
ア
企
画
室
で

町
の
活
性
化
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
課
長　

町
側
が
色
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
探
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

は
今
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
念
頭
に
お
き

な
が
ら
企
画
政
策
係
が
今
も
っ
て
い
る

ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

問

  

ま
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア  

で

　
　
　
　
　

ま
ち
お
こ
し
を
！
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新
春
の
お
慶
び
を
こ
こ
ろ
か
ら
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
の
影

響
で
、
日
本
経
済
も
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
不
況
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
特
に
、
自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
製

造
業
が
直
撃
を
受
け
、
経
済
全
体
が
大
変
な

事
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
こ
そ
少
し

で
も
明
る
い
穏
や
か
な
年
に
と
願
う
も
の

で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
更
に
先
の
見
え

な
い
厳
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
こ
そ
、
日
本
人
の
心
ま
で
だ
め
に
し
て

き
た
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
、
日
本

は
大
変
だ
、
大
変
だ
と
面
白
お
か
し
く
国
民

の
不
安
や
不
況
を
あ
お
っ
て
い
る
、
マ
ス
コ

ミ
や
評
論
家
の
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
事

な
く
、
日
本
人
の
誇
り
と
英
知
を
結
集
し

て
、
こ
の
厳
し
い
事
態
を
乗
り
越
え
た
い
。

こ
の
一
年
が
明
る
い
光
の
見
え
る
年
に
な

る
よ
う
に
、
希
望
を
も
っ
て
生
き
た
い
も
の

で
す
。

　

今
年
も
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

    

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
長　

山
中　

則
夫

    　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

池
田　

克
子

    　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

大
久
保
義
直

    　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

黒
木　

孝
光

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員

黒
木　

孝
光

園長　大　脇　哲　朗　TEL 54-1029

　 のびのびした元気な子ども

　 自然と触れ合い楽しい保育所

　 みんなと仲よく、思いやりのあるやさしい

　 心を育てる

　 見たい知りたい知的探究心を満たす子ども

大自然に恵まれた環境での異年齢保育
　当保育所の自慢できるのはきれいな水で７

月から９月中旬まで思う存分泳げる大きなプ

ールです。年長児になると直径９ｍのプールを

楽々と泳げる様になります。

　そして園庭は広く秋にはどんぐり、しいの

実が落ちて子ども達にとっては遊びの宝庫です。また、少人数のため一人一人の子どもの良い

所を素早くキャッチ出来、それを伸ばし特技としておゆうぎ会に披露しています。子ども達の

自信にもつながり大きく成長しています。

地域とのつながりも大切にし、長田の納涼祭りに

参加したり、小学校の運動会や敬老会でおゆうぎを

披露したりして交流をして地域の方々に喜ばれて

います。11名の子どもたちは兄弟みたいな気持ち

で家族的な雰囲気の中相手の気持ちを考える力や

豊かな表現力を持った柔らかな心が育っている

長田っ子です。


